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平成２４年度事業報告書 

平成２４年４月 １日から 

平成２５年３月３１日まで 

Ⅰ．法人の概要 

 １．建学の精神・理念・目的 

 【建学の精神】 

 本学は、昭和 14（1939）年、東北・北海道地区唯一の薬学教育機関である東北薬学専門学校と

して創立され、次いで昭和 24（1949）年に東北薬科大学として開学した。 

 創立について特に誇りとするところは、国が廃止した薬学教育機関を、確固たる教育の理想のも

と私学として民間の力で再興したことである。明治時代、政府は仙台に「仙台医学専門学校（東北

大学医学部の前身）」を設立し医学科、薬学科を置いたが、大正６（1917）年、医学科だけを残し、

薬学科を廃止した。以後約 20 年間、北日本には薬学教育機関が全く無くなり、この間、北日本の

薬学の進歩、薬業界の発展は停滞するばかりであった。ことに薬学を志す者は、東京に出て学ばね

ばならず、経済的にも負担が大きく、その道に進むことが大変困難な時代が続いていた。当時、仙

台市内で内科高柳病院を開業していた高柳義一博士は、かかる現状を憂慮し、また社会の熱い要請

を受けて民間の先覚者達と共に努力の末、ついに昭和１４年、東北薬学専門学校を創立した。 

 しかし、本学の歴史を顧みると、薬学専門学校の創立、そして大学の揺籃から発展へと至る道の

りは決して平坦ではなかった。創立当時、長期化していた戦争は次第に厳しさを増し、ひきつづい

て第２次世界大戦、そして敗戦という有史以来の激動の時代となり、学生をはじめ法人役員、教職

員の苦難は想像を絶するものがあった。戦後、廃校の岐路に立ったこともあったが、高柳義一博士

は、ついに幾多の困難を乗り越え、昭和 24（1949）年東北薬科大学の昇格設置にこぎつけ、本学

の基礎を確立した。 

 創立にあたり、創設者たちは地域社会に貢献できる薬剤師の養成を最大の目標としつつ、薬学の

教育・研究を通じ、広く人類の健康と福祉に貢献することを願い、真理の探究に邁進するという高

い志を掲げた。この精神は、大学創設者高柳義一先生の残された「われら真理の扉をひらかむ」と

いう言葉に凝縮され、本学の建学の精神として碑に刻まれ（開真の碑）、今に伝えられている。 

 真理の探究は、まさに大学の使命である教育・研究の原点であり、この建学の精神は今後も我々

に薬学教育・研究において真摯に取組む姿勢と努力を求め続けるものといえる。 
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【教育理念】 

 本学は、自然・人文社会科学分野における真理の探究を原点に、より高度な専門知識と技術を教

授することを教育・研究の柱としてきている。特に薬学は、人間とその生命にかかわる学問であり、

広い視野と豊かな人間性が求められる。 

 本学は、「われら真理の扉をひらかむ」という建学の精神のもと、薬学の教育研究を通じて、広

く人類の健康と福祉に貢献することを願い、次の３つを教育理念に掲げている。 

一．人間の生命と健康にかかわる者として、思いやりの心と高い倫理観をもち、高度で専門的

な知識と技術を兼ね備え、地域および社会に貢献できる人材を育成します。 

一．自ら課題を求め真理の探究に努めるとともに、広い視野をもち自分の力で解決していく人

材を育成します。 

一．他者との交流を通じて、友情を育み、人格形成に努めるとともに、異文化を理解し国際的

視野に立って活躍できる人材を育成します。 
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 ２．沿革 

1939 年 3 月  東北薬学専門学校の設置認可。 

 1949 年 3 月  東北薬科大学薬学部薬学科の設置認可。 

 1955 年 10 月  運動場（28,047 平方メートル）完成。  

 1957 年 8 月  教員の資格審査権が教授会に附与された。 

 1959 年 4 月  附属癌研究所を開設。 

  1962 年 4 月 大学院薬学研究科修士課程が、我が国の私立薬科大学最初のものとして設置認可。 

  1964 年 4 月  大学院薬学研究科博士課程が、我が国の私立薬科大学最初のものとして設置認。 

  1965 年 4 月  薬学部に衛生薬学科の設置認可（２学科体制）。 

    〃 10 月  体育館（１部２階建 2,496 平方メートル）完成。 

  1971 年 4 月  薬学部に製薬学科の設置認可（３学科体制）。 

  1996 年 3 月  講義棟（地下１階、地上８階建 7,128 平方メートル）完成。 

  2002 年 12 月  大学院薬学研究科修士課程の入学定員の変更許可（10 名から 30 名に）。 

  2005 年 3 月 

 

 文部科学省「私立大学学術研究高度化推進事業 ハイテク・リサーチ・センター

整備事業」の選定を受ける。 

  2006 年 2 月 

               

              

 キャンパス整備事業第Ⅰ期工事、教育研究棟（地下１階、地上 10 階建 22,412 平方

メートル）、ラジオアイソトープセンター（地下１階、地上３階建 996 平方メー

トル）、実験動物センター（地下１階、地上４階 1,972 平方メートル）完成。 

    〃  4 月 

 

 新薬学教育制度の下、薬学部に薬学科（６年制）と生命薬科学科（４年制）の２

学科を設置。 

    〃  4 月 附属癌研究所を新たな研究テーマのもとに再構築し、分子生体膜研究所を開設。 

    〃  4 月 

 

 文部科学省「私立大学学術研究高度化推進事業 学術フロンティア推進事業」の

選定を受ける。 

    〃  4 月  臨床薬剤学実務実習センターを設置。 

  2008 年 4 月  キャンパス整備事業第Ⅱ期工事、学生ホール(地上 3 階建 3,822.25 平方メートル)、

図書館・情報センター(地下 1 階、地上 2 階建 4,859.69 平方メートル)完成。 

    〃  7 月  イタリア・カラブリア大学薬学部と｢学術研究協力に関する協定｣締結。 

    〃  8 月  スウェーデン・ウプサラ大学と｢学術研究協力に関する協定｣締結。 

    〃 10 月  インドネシア・サムラトランギ大学と｢学術および教育協力に関する協定｣締結。 

 2009 年 3 月  キャンパス整備事業第Ⅲ期工事、中央棟(地下 1 階、地上 4 階建 8,455.5 平方メー
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 トル)完成。 

    〃  7 月 

 

平成 21 年度文部科学省「大学教育・学生支援推進事業」［テーマＢ］（学生支援

推進プログラム）に採択。 

    〃  8 月  中国・南通大学と「学術交流および教育協力に関する国際交流協定」締結。 

  2010 年 1 月 

 

 イタリア・マーニャ・グレーチャ大学薬学部と｢学術研究協力に関する国際交流協

定｣ 締結。 

    〃  3 月  キャンパス整備事業第Ⅳ期工事（環境整備等）完了。 

    〃  4 月 

 

 

 

 

 薬学科、生命薬科学科の入学定員を各々330 名から 300 名、50 名から 40 名に変更

し、許可された。 

 大学院薬学研究科薬科学専攻（修士課程）を開設。 

 文部科学省の「私立大学戦略的研究基盤形成支援事業」に「癌および加齢性疾 

患の制御とＱＯＬ向上を目指す創薬」プロジェクトが選定された。 

  〃  10 月 モンゴル・モンゴル国立大学と「学術交流ならびに教育協力に関する協定」締結。 

2011 年 12 月 台湾 嘉南薬理科技大学との姉妹校覚書締結。 

2012 年 4 月 大学院薬学研究科博士課程（薬科学専攻（後期課程）と薬学専攻）を開設。 

4 月 文部科学省の「私立大学戦略的研究基盤支援事業（生体膜糖鎖異常に起因する 

生活習慣病発症機序の解明と臨床への応用）」に選定された。 

9 月 イタリア・ミラノ大学と「学術交流ならびに教育協力に関する協定」締結。 

12 月 本学と、独立行政法人年金・健康保険福祉施設整理機構との間で、東北厚生年金病

院を本学が譲り受ける契約を締結。 

2013 年 4 月 東北薬科大学病院を開設。 
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 ３．設置する学校、学部、学科等 (平成２４年５月１日現在) 

 

設置する大学 東 北 薬 科 大 学 

 

 

 

 

 

設置する学部 

・学科等 

  

学 部 

 

 

○ 薬 学 科 （６年制） 

○ 生命薬科学科（４年制） 

 

 

大学院 

 

○ 薬学専攻博士課程（４年制） 

○ 薬科学専攻博士前期課程（２年） 

○ 薬科学専攻博士後期課程（３年） 

 

＊ 旧薬学専攻博士後期課程（３年）は、平成24年度から募集停止 
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４．入学定員、学生数の状況（平成２４年５月１日現在）    

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    年 次 入学定員 男 女 計 

     １年次  300 154 199 353 

   薬学科  ２年次 300 134 212 346 

  （６年制）  ３年次 300 132 171 303 

     ４年次 330 143 185 328 

      ５年次 330 149 159 308 

      ６年次 330 148 188 336 

学 部   計 1,890 860 1,114 1,974 

     １年次 40 17 23 40 

     ２年次 40 17 21 38 

   生命薬科学科  ３年次 40 21 11 32 

  （４年制）   ４年次 50 11 19 30 

    計 170 66 74 140 

  合計 2,060 926 1,188 2,114 

   博士課程後期課程  ２年次 5 6 2 8 

  薬学専攻   ３年次 5 5 1 6 

    計 10 11 3 14 

   博士課程前期課程   １年次 20 9 5 14 

大学院 薬科学専攻  ２年次 20 6 6 12 

    計 40 15 11 26 

   博士課程後期課程 

１年次 3 2 1 3 
  薬科学専攻 

  ※平成 24年度設置 計 3 2 1 3 

   博士課程 
１年次 3 5 0 5 

  薬学専攻 

  ※平成 24年度設置 計 3 5 0 5 

  合計 56 33 15 48 

総 計 2,116 959 1,203 2,162 
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５．入学試験の状況（過去３年分：平成２３年度～平成２５年度） 

 【薬学科】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生命薬科学科】 

         内訳 
入試区分 

             人 数 ※( )内は女子の内数  

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

募集定員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 

 

平 
成 
25 
年 
度 
 

推薦(指定校) 50  48  (42) 48  (42) 48  (42) 48  (42) 

推薦(公募) 75  165 (104) 165  (104) 87  (52) 87  (52) 

一般（前期） 120  503 (247) 496  (243) 201  (94) 127  (59) 

一般（後期） 32 249 (124) 181  (91) 48  (21) 33  (12) 

センター(前期) 15  342 (181) 339  (180) 119  (60) 22  (13) 

センター(中期) 5 60 (29) 60  (29) 36  (20) 9  (3) 

センター(後期) 3  44 (24) 44  (24) 8  (2) 0  (0) 

計 300  1,411 (715) 1,333  (713) 547  (291) 326  (181) 

 
平 
成 
24 
年 
度 
 

推薦(指定校) 50  48  (33) 48  (33) 48  (33) 48  (33) 

推薦(公募) 75  143 (93) 143  (93) 87  (58) 87  (58) 

一般（前期） 120  375 (188) 366  (184) 216  (105) 143  (66) 

一般（後期） 35  184 (92) 98  (50) 48  (28) 34  (21) 

センター(前期) 15  281 (146) 280  (145) 117  (67) 16  (9) 

センター(後期) 5  49 (25) 49  (25) 25  (12) 6  (4) 

計 300  1,080 (577) 984  (530) 541  (303) 334  (191) 

 
平 
成 
23 
年 
度 
 

推薦(指定校) 50  39  (29) 39  (29) 39  (29) 39  (29) 

推薦(公募) 75  116 (83) 116  (83) 85  (61) 85  (61) 

一般（前期） 120  426 (226) 416  (223) 252  (136) 156  (82) 
一般（後期） 35  209 (110) 112  (59) 55  (32) 33  (19) 

センター(前期) 15  312 (155) 310  (154) 113  (53) 11  (8) 

センター(後期) 5  25 (16) 25  (16) 12  (9) 2  (1) 

計 300  1,127 (619) 1,018  (564) 556  (320) 326  (200) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

         内訳 
入試区分 

             人 数 ※( )内は女子の内数  

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

募集定員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 

 

平 
成 
25 
年 
度 
 

推薦(指定校) 10  0  (0) 0  (0) 0  (0) 0  (0) 

推薦(公募) 5  5  (2) 5  (2) 4  (2) 4  (2) 
一般（前期） 15  26  (13) 26  (13) 22  (11) 13  (6) 

一般（後期） 7  21  (11) 15  (7) 11  (6) 4  (3) 

センター(前期) 3  32  (17) 31  (17) 19  (10) 2  (1) 

センター(中期) 若干名 8  (4) 8  (4) 4  (2) 2  (1) 

センター(後期) 若干名 18  (13) 18  (13) 13  (11) 6   (6) 

計 40  110  (60) 103  (56) 73  (42) 31  (19) 

 
平 
成 
24 
年 
度 
 

推薦(指定校) 10  2  (2) 2  (2) 2  (2) 2  (2) 

推薦(公募) 5  7  (6) 7  (6) 7  (6) 7  (6) 

一般（前期） 15  38  (22) 37  (22) 32  (19) 23  (12) 

一般（後期） 7  18  (9) 7  (3) 5  (1) 3  (1) 

センター(前期) 3  35  (20) 35  (20) 23  (13) 1  (1) 

センター(後期) 若干名 12  (4) 12  (4) 11  (3) 3  (1) 

計 40  112  (63) 100  (57) 79  (43) 38  (22) 

 推薦(指定校) 10  3  (1) 3  (1) 3  (1) 3  (1) 
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【大学院 薬科学専攻 博士前期課程】   （定員２０） 

        内訳 

入試区分 

人      数    

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 （薬科学専攻 修士課程） 

 

 

 

 

 

 

 

 （薬科学専攻 修士課程） 

 
 
 

志願者数 

 

合格者数 

 

入学者数 

 

平 
成 

25 
年 
度 

推薦 5 5 5 
一次入試 8 7 4 

留学生（協定校） 2 2 2 

二次入試 1 1 1 

計 16 15 12 

平 
成

24 
年 
度 

推薦 7 7 7 

一次入試 10 8 4 
二次入試 3 3 3 

計 20 18 14 

 
平 
成 
23 
年 
度 
 

推薦（生命） 2 2 1 

推薦（創薬） 0 0 0 

一次入試（生命） 8 4 2 
一次入試（創薬） 9 7 5 

二次入試（生命） 3 3 3 

二次入試（創薬） 1 1 0 

留学生（創薬） 1 1 1 

 計 24 18 12 

 

【大学院 薬科学専攻 博士後期課程】  （定員３） ＊平成２４年度設置                                                                              

         内訳   

 

 入試区分 

人      数 

志願者数 

 

合格者数 

 

入学者数 

 

平 
成 

25 

年 
度 

留学生（協定校） 1 1 1 

進学者 

（留学生（協定校）

1名含） 

2 2 2 

計 3 3 3 

平 
成 

24 
年 
度 

一次入試 0 0 0 

二次入試 0 0 0 
社会人入試 1 1 1 

留学生（一般） 1 1 1 

留学生（協定校） 1 1 1 

計 3 3 3 

 

 
 
 
  
 

平 
成 
23 
年 
度 
 

推薦(公募) 5  7  (5) 7  (5) 7  (5) 7  (5)  
 
 
 
 
 

一般（前期） 15  37  (18) 37  (18) 32  (15) 16  (9) 

一般（後期） 7  30  (19) 14  (8) 11  (6) 5  (3) 

センター(前期) 3  38  (23) 38  (23) 23  (15) 1  (1) 

センター(後期) 若干名 2  (2) 2  (2) 1  (1) 1  (1) 

計 40  117  (68) 101  (57) 77  (43) 33  (20) 
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【大学院 薬学専攻 博士課程】     （定員３） ＊平成２４年度設置                                                                              

      内訳 

入試区分 

人      数 

志願者数 合格者数 

 

入学者数 

 

平25

年度 

一次入試 1 

 
1 
 

1 
 

      計 1 1 1 
 

平24

年度 

一次入試 3 3 3 

二次入試 2 2 2 

計 5 5 5 
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６．薬剤師国家試験の状況（過去５年分：平成２１年度～平成２５年度） 

 

回 数  出願者数 受験者数 合格者数（合格率） 

第９８回
 

 H25.3.29厚生労働省発表 

＊既卒は、6年制卒 

  その他は、旧4年制卒 

  新卒   ２８０   ２６６  ２６６（95.00％） 

既卒    ２８    ２８   ２１ (75.00%) 

 その他     ２２     １６    ４（25.00％） 

   計    ３３０    ３２４  ２９１（89.81％） 

 

第９７回
 

 H24.3.30厚生労働省発表
 

  新卒   ２４４   ２４４  ２４４（100.0％） 

 その他     ３９     ３１   １２（38.71％） 

   計    ２８３    ２７５  ２５６（93.09％） 

 

 第９６回
 

 H23.3.30厚生労働省発表
 

  新卒      １      １    １（100.0％） 

 その他     ９７     ７９   ２８（35.44％） 

   計     ９８     ８０   ２９（36.25％） 

 

 第９５回
 

 H22.3.30厚生労働省発表
 

  新卒     ３２     ２９    ８（27.59％） 

 その他    １６７    １４９   ９３（62.42％） 

  計    １９９    １７８  １０１（56.74％） 

 

 第９４回
 

 H21.4.3厚生労働省発表
 

  新卒    ３６０    ３６０  ３２３（89.72％） 

 その他    １６９    １５２   ７５（49.34％） 

  計     ５２９    ５１２  ３９８（77.73％） 
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７．役員・教職員の概要（平成２４年５月１日現在） 

（１）理 事（定数６～８名、現員７名、任期４年）  

   ○理事長  高 柳 元 明    ○理 事  沼 澤 光 輝 

   ○理 事  櫻 田   忍    ○理 事  高 柳 和 枝 

   ○理 事  和 田 裕 一    ○理 事  黒 田 英 雄 

   ○理 事  堀 田   徹 

                      

（２）監 事（定数２名、現員２名、任期４年） 

   ○監 事  立 花 鐵 夫     ○監 事   増 澤 淳 郎 

 

（３）評議員（定数１３～１７名、現員１６名、任期４年）  

   ○評議員  高 柳 元 明    ○評議員  佐久間 博 明 

   ○評議員  沼 澤 光 輝    ○評議員  鈴 木   征 

      ○評議員  櫻 田   忍     ○評議員  高 柳 和 枝  

      ○評議員  黒 田 英 雄    ○評議員  安 積 茉莉子 

      ○評議員  和 田 裕 一    ○評議員  千 葉 信 博   

      ○評議員  千代川  千代吉    ○評議員  一 條   宏   

      ○評議員  堀 田   徹     ○評議員  佐々木 有 亮                           

   ○評議員  高 畑 廣 紀     ○評議員  佐 藤 好 克   

 

（４）教 員 

  ①常 勤 

 学 長  教 授  准教授  講 師  助 教  助 手 合 計 

１ ３７ １７ １８ ２５ １６ １１３ 

  ②非常勤 

非常勤講師 

３４ 

 

（５）職 員 

 事務職 医療職  用務職 合 計 

４２ １ １ ４４ 
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事業概要 

○平成２４年度の主な事業    

（１）学部教育の充実 

（２）大学院新博士課程の設置  

（３）入試・広報活動の強化 

（４）就職活動支援の充実 

（５）学生支援体制の充実 

（６）研究活動の充実 

（７）国際交流の推進 

（８）他大学との連携 

（９）附属病院の設置 

（10）管理運営に関わる整備 

      

 

○事業の実施状況 

（１）学部教育の充実 

①薬学教育センターにおける教育支援 

  平成 24 年度から、薬学教育センターの教員組織及び業務内容を見直し、学力不振や勉学意欲減

退の傾向のある学生に対して、センターを活用した学習指導・支援を充実させることにしました。

既存２教室を廃止してセンター教員 4 名を増員し、従来の業務を担当する教育支援部のほかに、留

年生、成績不振学生、卒業延期学生の学習支援や生活指導を主に担当する学習支援部を新たに立ち

上げました。また、同センターには、学習支援解析委員会を置き、担任、学年主任など関係者との

間で成績不振に至った原因の解析と対策の検討も行いました。これに合わせて、教育研究棟内にあ

るセンターを移設拡充し、講義室や学生の自習室を整備しました。 

②リメディアル教育の開始 

新入生を対象として、高等学校で履修した生物、物理、化学、数学の基礎知識のうちで、薬学に

つながる内容を学習し、大学の講義を理解する姿勢と学力を養成することを目的に、薬学教育研

究センターが中心となって平成 24 年度から開始しました。初年度は、新入生全員に 4科目の受

講を求めました。実施結果を踏まえて、高校での履修状況、科目別理解度、出欠状況、受講した

学生のアンケート等を参考に、平成 25 年度においては、生物、物理、化学の 3 科目で実施する

こととし、受講者も、入学時に行っている学力確認試験（生物、化学）の成績不振者と高校での
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未履修者の約 150 名を対象とすることにしました。 

③特別奨学制度の創設 

  本学の教育の質向上を目指すための一環として、平成24年度から、学業成績の更なる向上と学業 

の奨励を目的とした新たな奨学制度を導入しました。具体的には、学部学生のうち、入学試験にお 

いて特に優秀な成績により入学した者、在学生で特に優秀な学業成績を修めた者を対象とする給付 

型の奨学金です。受給者は、毎年度選考し、１～６年次（生命薬科学科は４年）各学年の成績上位 

者20名です。受給者が他の学生の模範となることや、全学における学習意欲向上に繋がることを期 

待しています。５月の特別奨学金選考委員会で、初の奨学生を選考し、採用証交付式を行いました。 

 

（２）大学院新博士課程の設置   

新薬学教育制度の学年進行に伴う大学院の新博士課程を平成 24 年度から設置しました。 

新博士課程は、学部生命薬科学科（4 年制）を基礎とする薬科学専攻博士課程（後期課程 3 年制）

（平成 22 年度に設置した修士課程の上に設置。同修士課程は、平成 24 年度から博士課程前期課程

に変更）と、学部薬学科（6 年制）を基礎とする薬学専攻（4 年制）からなります。定員は、両専

攻とも 3 名です。 

平成 24 年度の入学者は、薬科学専攻博士課程後期課程 3 名、薬学専攻 5 名でした。 

  また、文部科学省の「薬学系人材養成の在り方に関する検討会」から、４年制博士課程を設置す

る大学に対して、平成 24年度からスタートした大学院 4年制博士課程の研究教育について、当初

の計画、実施状況、変更点と問題点、改善計画、成果などについて自己点検・評価を行い、結果報

告とホームページを通じて公表することが求められたことから、本学においてもこれに従って自己

点検・評価を行い、平成 24年 8月に公表しています。これにあわせて、平成 23年度から見直し検

討してきた大学院と学部の 3つの方針（「入学者受入方針（アドミッションポリシー）」、「教育

課程の編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）」、「学位授与の方針(ディプロマポリシー)」

についても整備し、ホームページに掲載しました。 

 

（３）入試・広報活動の強化 

① 入試広報活動 

例年、東北６県の高等学校及び予備校の進学指導者を対象に「進学指導担当者のための入試説明

会」を開催し、大学の紹介、薬学教育の現況、教育方針と特色、入試の概要説明、個別相談等を行

っています。平成24年度は、前年度各県６会場で行っていた開催を、２学科の違いが広く理解され

てきたことや参加状況を踏まえ、本学のみでの開催とすることとしました。合計６２校６７名の進
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学指導担当者が出席しました。また、６月下旬から１２月にかけて、推薦入学試験指定校となって

いる高等学校や、合格実績のある高等学校を中心に東北６県のほか北海道、新潟県、北関東の高校

訪問を延べ３４０校（昨年度２５２校）実施しました。そのほか、薬剤師会及び業者主催の進学相

談会（13都道府県35会場）に参加しています。 

② 入試実施体制拡充 

  ここ数年志願者の減少傾向が続いていることから、その対応の一環として、平成25年度入学試験

では、募集区分にセンター試験利用入試（中期）を新たに設定し、実施しました。また、一般入試

では、受験生の受験機会を広げるために、試験会場を新たに山形市、郡山市、新潟市に設けました。

その結果、昨年度と比較して、志願者が約30％、受験者が約35％増加しました。 

③オープンキャンパス  

平成24年度のオープンキャンパスは、8月4日(土)、8月5日(日)と、初めての試みとしてミニオープン

キャンパスを10月7日(日)に実施しました。参加人数は、過去５年間に行ったオープンキャンパスと比

較して200～400名増加し、最多の1,460名でした。 

④メールマガジンの発行 

平成24年6月から、東北薬科大学メールマガジンを立ち上げ、希望者に薬学部の入試に関連する事

項を中心に、月1回程度、最新の情報を送信する試みを開始しました。平成24年度の登録者は、131名

でした。今後も受験生や保護者などの知りたい情報の発信に工夫を凝らし、志願者の増加につながる

積極的な広報活動を行うことにしています。 

 

（４）就職活動支援の充実 

①本学の就職活動支援体制 

本学では、就職支援活動として、就職ガイダンス、各種業界説明会、合同就職説明会、インターン

シップ、就職活動体験発表など様々な全学的な行事を展開しています。学生個々には、就職部就職課

が学生の要望に対し、個別の面談を通して具体的なアドバイスを行っています。求人先に関する種々

の情報提供、面接指導、履歴書・エントリーシートなどの添削指導等を行うほか、病院、薬局等の見

学希望者については、見学先への連絡、日程調整等も随時行っています。また、就職に関する様々な

問題の検討と就職指導を的確かつ迅速に進めるため、就職部長を委員長とする就職部委員会を置き、

配属教室の指導教員や組担任とも連携をとりながら学生へ指導・助言が随時行える体制をとっていま

す。特に薬剤師の免許取得を前提としない生命薬科学科の学生に対しては、３年次後半の就職活動が

開始される前に全員と面談を行い、進路に関する相談と確認を行っています。こういった諸施策の成

果により、本学は例年高い就職率を維持しています。平成24年度は、進路決定率は、薬学科が100％、
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生命薬科学科が96.3％でした。 

 

 

（５）学生支援体制の充実 

①学内支援体制 

本学では、学生との日常の接点窓口として、１年次から４ 年次まで（生命薬科学科は 3 年次まで）

は組担任が、教室配属後は配属教室責任者があたります。組担任、配属教室責任者のほか、学年主任、

保健管理センター、クラブ顧問、学生課、教務課、就職課などの各セクションも学生との接点となっ

ており、学生との十分なコミュニケーションを図りながら連携し、助言指導できる体制にしています。

授業担当教員は、毎週オフィスアワーを設け、学生からの相談を受け、指導を行うことなどによって、

学生との信頼関係構築に努めています。 

保健管理センターに医師、看護師、カウンセラーが常駐しており、学生及び職員の日常の健康管理、

相談業務や各種健康診断の実施と事後指導の徹底を図っています。 

平成 24 年度から、学生の様々な悩み事の相談に応じるため、学生部委員会の下に学生相談室を設

置しました。相談員を配置し、学生との対話を通して学生が自身の力で問題や悩みを解決したり、生

き方を見い出す一助になることを期待しています。相談室と組担任・学年主任、保管管理センター、

カウンセラー等が協力して多面的な学生支援を実施しています。 

また、平成 24 年度に、全学部学生を対象とした学生生活調査を行いました。学生の住居及び経済

状況、アルバイト、課外活動、健康、満足度などについて、無記名・マークシート方式で、２年生か

ら６年生は年度初めに、１年生は秋に行いました。調査結果を踏まえ、今後学生の学習や生活支援に

活用していくことにしています。同調査は、毎年実施することにしています。  

②経済的な支援 

学部学生を対象とした上記（１）の特別奨学生制度のほか、大学院の日本人学生に対する経済的支

援策として、修士課程の院生をＴＡ（ティーチングアシスタント）として雇用し、月平均 30 時間分

の手当（3 万円）を支給し、博士課程の院生については、ＲＡ（リサーチアシスタント）として同様

に月平均 4 万 5 千円を支給しています。また、本学との協定校から留学した大学院学生については、

学業成績が優秀でかつ経済的困窮度が高い学生に対し、本学独自の外国人留学生特別奨学金制度（給

付型）を設けています。日本人学生にとっても、交流を通して国際理解が促進されることを期待して

います。 

そのほか、人物・学業が健全かつ優秀で、修学上経済的に困難な人を対象とした、本学独自の「東

北薬科大学創設者高柳義一奨学金」があります。日本学生支援機構、地方公共団体、民間育英団体等
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の奨学金を含め学内説明会を開催し、また、個別の相談や出願手続を行うなどの支援を行っています。  

③震災による被災学生に対する経済的支援 

 平成 24 年度の授業料等納付金減免の特別措置を、平成 23 年度と同様に実施しました。 

また、平成 25 年度における特別措置は、以下により実施することを決定しました。 

    ○ 主たる家計維持者が死亡または行方不明の場合 

入学金・授業料・施設設備費を全額免除 

    ○ 主たる家計維持者が所有し、居住する自宅家屋の被害の程度により 

       全壊・・・・・・入学金・授業料・施設設備費半額免除 

       大規模半壊・・・入学金・授業料・施設設備費 1/4免除  

    ○ 主たる家計維持者が居住する自宅家屋が福島第一原子力発電所の事故に伴う避難指示又

は避難勧告等を受けた地域にあり、長期にわたって自宅家屋に居住が困難と認められる

場合 

            入学金・授業料・施設設備費半額免除 

 

（６）研究活動の充実 

①各種研究活動 

文部科学省の私立大学戦略的研究基盤形成支援事業として、本学のプロジェクト「癌および加齢性

疾患の制御とＱＯＬ向上を目指す創薬」が採択されており、（平成 22 年度～平成 26 年度まで 5 年

間）、本学に設置されている創薬研究センターにおいて研究が続けられていいます。東北地方におけ

る創薬研究拠点としての役割が期待されています。 

また、分子生体膜研究所の共同研究プロジェクト「生体膜の糖鎖機能と疾患に関する薬学的研究」

が、平成 18 年度から平成 22 年度まで、文部科学省の学術フロンティア推進事業に選定されていまし

た。その研究実績を基盤とし、研究拠点を形成する研究とした後継事業「生体膜糖鎖の異常に起因す

る生活習慣病発症機序の解明と臨床への応用」が、平成 24 年度から文部科学省の私立大学戦略的研

究基盤形成支援事業として採択（５年間）され、研究活動が開始されています。 

②外部資金 

外部資金の受入状況は以下のとおりです。 

○ 科学研究費補助費 

文部科学省 37 件：直接経費 55,340 千円、間接経費 16,228 千円 

厚生労働省  １件：直接経費 19,635 千円、間接経費  5,865 千円 
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（平成25年度採択分） 

文部科学省 36 件：直接経費 77,400 千円、間接経費 22,980 千円 

○ 受託研究費 

2 件：直接経費  1,521 千円、間接経費 169 千円 

○ 指定（奨学）寄付金 

13 件： 26,870 千円 

○ 共同研究 

3 件：  7,000 千円 

 

（７）国際交流の推進 

  ① 嘉南薬理科技大学（台湾）との交流 

平成 23 年度に本学と嘉南薬理科技大学（台湾）の間で、姉妹校の覚書を再締結しましたが、

これにあわせて、長年途絶えていた交流活動も再開され、本学の高柳理事長ほかが嘉南薬理科技

大学を訪問し交流が行われた後、平成 24 年度の本学入学式には嘉南薬理科技大学の王昭雄理事

長が出席し、祝辞を述べられました。その際に、王理事長に同行した教員と本学教員との間で意

見交換等の交流も行われました。 

   また、嘉南薬理科技大学の学生で、同大学を卒業後、本学大学院への進学を選択肢として考え

る学生 14 名、引率教員 1 名が、9 月初旬に本学を訪れ、サマープログラムが実施されました。国

際交流委員会で作成されたプログラムに基づき、東北厚生年金病院（現東北薬科大学病院）薬剤

部や仙台市内の調剤薬局で見学研修を行い、本学においては、学長表敬のあと、学生の希望分野

毎に分かれて研究室を訪問し、研究内容等の質疑応答が行われました。歓迎懇談会では、本学の

教員や留学生をはじめとする学生が多数参加し、活発な意見交換が行われました。学外の研修活

動においては、本学の大学院生が同行し、さらに交流を深めました。サマープログラムで来学し

た学生のうち 1 名が、平成 25 年 4 月に、本学大学院に入学しています。 

  ② ミラノ大学(イタリア)との協定締結 

   本学と国立ミラノ大学の教員間で共同研究を実施しておりますが、さらに、分子生体膜研究所

を核に研究者や大学院生の交流を推進していくことをねらい、平成 24 年 9 月に、ミラノ大学医

用生体工学学科及びトランスレーショナル医療学科との学術交流、教育協力に関する協定と、あ

わせて大学院学生交流に関する大学間協定を締結しました。今後、共同研究のほか、定期的な研

究セミナーの開催や大学院生の交流が図られることが期待されます。 
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（８）他大学との連携 

   仙台市を中心とした高等教育機関等が参加する「学都仙台コンソーシアム」が行ってきた取り

組みを発展させ、東日本大震災による災害復興を念頭に置いた人材育成の新たな教育の仕組みと

して、被災地に存在する高等教育機関、仙台市、宮城県並びに県内の自治体等と協力して、被災

した地域の復興に貢献するため、平成 23 年度に復興大学が開校されました。復興大学では 4 事

業を立ち上げ、一部は平成 23 年度から開始され、平成 24 年度から本格実施されています。本学

では、特に長期的に被災地域の復興のリーダーとなる人材を育成するプログラム「復興人材育成

教育コース」の授業科目（復興のための生活構築学）を２名の教員が分担しました。このコース

は、コンソーシアム加盟大学に在学する学生が、全 6 科目（12 単位）を履修することよって修了

認定を受けることになっています。 

 

（９）「東北薬科大学病院」の設置 

   平成 18 年度から４年制であった薬剤師養成課程が 6 年制に改正され、これにより医療現場で

の 6 ヶ月間の実務実習が実施されること、また大学院も含めた臨床技術の向上や教育研究能力を

高めること等のために、本学では、新薬学教育制度が開始される当初から、大学が運営する病院

を所有し、これを効果的に活用して、薬学分野における臨床能力を備えた人材の育成をめざす構

想を抱いておりました。 

平成 24 年 8 月、「独立行政法人年金・健康保健福祉施設整理機構における社会保険病院、厚

生年金病院及び船員保険病院の譲渡等について」の通知が見直され、新たな方針として、「社会

保険病院等の所在する都道府県内の保健医療に関する教育研究を行う学部又は学科を置く大学を

設置する者」に対しても社会保険病院等の譲渡先として選定できる方針を定めた厚生労働大臣指

示が発出されました。本学ではこれを受けて、厚生労働大臣に対し、東北厚生年金病院の譲受け

を申請することとし、評議員会及び理事会で協議の上、9 月に要望書を提出しました。 

その後、地元自治体である宮城県及び仙台市、東北厚生年金病院の理解と協力もあって、12 月

11 日、独立行政法人年金・健康保健福祉施設整理機構（ＲＦＯ）と不動産の売買契約を締結し、

本学が東北厚生年金病院を譲り受けることが正式に決定しました。 

同日、高柳理事長と田林東北厚生年金病院長が、本学において記者会見を行い、平成 25 年 4

月 1 日から、本学の附属病院として「東北薬科大学病院」を開設することを公表しました。その

中で、高柳理事長は、東北薬科大学病院を、新しい薬学教育研究の臨床の場としてのモデル病院

にしたいこと、また地域医療への貢献も引き続き担っていきたい旨、表明しました。 

   薬系の単科大学が、大学附属施設として病院を設置するのは、全国で例のないことであり、平
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成 25 年 4 月の開設に向け、文部科学省、厚生労働省ほか行政機関への諸手続や移行作業等、様

々な調整や準備を行い、大学と東北厚生年金病院が協働して対応にあたった結果、無事開設する

ことができました。 

   なお、附属病院の開設にあたって、東北厚生年金病院からの円滑な移行を計るため、法令等の

適用に齟齬をきたさない範囲で制度等の見直しを行ったほかは、暫定的に、東北厚生年金病院当

時の管理運営や病院職員の就業条件等を準拠して運営することとしています。 

スタート地点に立ったばかりで、今後、病院の運営や、病院を活用した教育研究活動を進める

にあたっては、新たな課題等が生じてくることも予測されますが、永い薬学教育研究の伝統を有

している本学にとって、新たな歴史を刻む第一歩でもあり、教育研究を充実させ、また本学に課

せられた社会的責任を十分果たしていきたいと考えています。 

 

（10）管理運営に関わる整備 

  ①危機管理ガイドライン等の整備 

   東日本大震災後、大学の危機管理の在り方について検討し、平成 23 年度においては、危機管

理規程、危機管理委員会規程を制定し、危機管理対策を審議する組織として、危機管理委員会を

置き、緊急な対応を要する危機が発生した場合には、同委員会が対策本部を組織して対応にあた

ること等、体制を整備しました。平成 24 年度においては、重大な自然災害が発生したときの対

処のほか、発生が予測される大学にとっての様々なリスクを対象として、危機が発生した場合や

危機を回避するためのガイドライン及び学生・教職員向けのマニュアルを作成しました。これを

暫定版としてホームページに掲載し、意見を聴取したうえで修正を加え、平成 25 年度版をホー

ムページに掲載しました。また、危機管理マニュアル(学生用)を印刷し、新入生を含めた全学生

に配付し、全教職員にも、危機管理ガイドラインと危機管理マニュアル(職員用)を配付していま

す。 

自然災害等が発生した場合に、迅速かつ的確に対応し、学生、教職員の安全確保に万全を期す

ため、ガイドラインの内容を随時見直ししていくことにしています。 

なお、3 年計画で進めている防災用品等の備蓄についても、２年次分を整備しました。 

②附属病院設置に伴う管理体制等の整備 

   附属病院設置に伴い、大学の組織の見直しと、管理運営方法の変更等を行いました。大学法人

の寄附行為に定める目的及び事業を変更し、附属病院を置くことを明記し、大学運営に係わる理

事、監事及び評議員の定数を増やすこと等の改正を行い、文部科学省の認可を受け、登記変更を

行いました。 
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   また、大学の管理運営体制等の在り方を見直し、以下に掲げる関係規程等を整備しました。 

     ○ 学長選考等規程（学長選任規程の廃止） 

○ 内部監査規程（監査室の設置） 

○ 大学基本問題検討会議要綱、教員人事に関する委員会内規 

○ 特任教授に関する規程 

○ 病院運営会議規程 

○ 学則、組織（機構）規程、就業規則等の一部改正 

 ③病院事業室の設置 

  平成 24 年 11 月に、病院設置準備室を設置しました。同室は、病院の譲受け契約に関する業務、

譲受けが決定してからの開設に向けての準備業務、東北厚生年金病院との連絡調整業務等を行って

きました。東北薬科大学病院がスタートする平成 25 年 4 月からは、同室を病院事業室に改組し、

病院の運営に係わる大学本部の窓口として、また全体の調整等の業務を行っていきます。 
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Ⅲ．財務の概要 

 

〔 総 括 〕 

 

平成２４年度の消費収支は、２３年度に比較し学生数の増加等による収入増に加

え、震災復旧費用や資産処分差額等の減少による支出減により、帰属収支差額は６

２７百万円の収入超過となりました。 

なお、震災で被災した学生向けの授業料等減免は２４年度も継続して実施し２９

０百万円を計上しております。 

資金収支においては、震災復旧関連工事が一段落したことから、講義棟空調工事

や体育館の改修等、教育環境改善のための支出を行っております。さらに引き続き

教育研究環境の維持向上に必要な資金を担保するため、施設整備引当特定資産（３

億円）並びに実習施設整備引当特定資産（２５億円）への繰入れ（計２８億円）を

実施しております（第２号基本金）。また、奨学事業拡充のため「創設者高柳義一奨

学基金」の引当資産として７億円の繰入れを実施しました（第３号基本金）。 

この結果、総資産は４６０億円となり、負債を差し引いた正味財産は４４５億円

となりました 
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